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1 学期も残すところ 1 か月弱となりました。6 月末から 7 月上旬にかけては、交流授業を実施するなど、

本年度の研究主題である1コマで気づく(築く)『学びの深化（進化）』に迫るために研修を重ねています。 

 

『学びの深化(進化)』とは？ 

研究を進めるにあたって、研究主題にある『学びの深化（進化）』とは何かについて、学力向上委員会で

検討しました。会議では、『学びの深化（進化）』という言葉の意味はもちろん理解しているが、抽象的すぎて

イメージしにくいという意見が出ました。そこで、生徒にとっても教師にとっても分かりやすく、より明確なゴー

ルを設定することとし、取石中学校として、『学びの深化（進化）』を「生徒が自分の学びを（で）説明でき

る」と定義づけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
生徒によって「学びの深度」は様々です。すべての生徒が一斉に同じゴールに到達することを目指すので

はなく、それぞれの生徒が今のステージから一歩でも深まる授業を日々展開していくことを目指しています。

教師が、「生徒の思考の現在地を見極め、次に必要なツールや問いをそっと置く伴走者」となれるよう、研鑽

を積んでいきます。 



教科会議について 

前号でも掲載した通り、本年度から教科会議を 

月に 1 回開いています。右の表は、今年度の教科 

会議の年間計画です。今後、研究の進捗状況に応 

じて各月の議題が変更することもあるかとは思い 

ますが、計画的に教科会議を開いていく予定です。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

◆６月：「めあて」の検討 

〇生徒の興味・関心を引きだす提示の仕方 

〇「めあて」に思考スキルを組み込むなど、その日の授業で使用する思考スキルを効果的に示す方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年度教科会議・年間計画  

 議 題 

４月 年間計画・評価基準の確定 

５月 
〇思考ツールの「型」選び 

 ・使いやすいツールの選定。 

６月 

〇「めあて」の検討 

 ・生徒の興味・関心を引きだす提示の仕方。 

 ・「めあて」に思考スキルを組み込む or その

日の授業(単元)で使用する思考スキルを効

果的に示す方法を検討。 

７月 

〇１学期の実践事例発表 

 ・思考ツールを使ってみた生徒の反応を共有。

生徒の「つまづき」や成長を拾う。 

８月 〇「問い」の検討 

 ・単元計画の中で、どこに「協働の問い」を置く 

か。１コマの授業デザインを共有。 ９月 

１０月 

〇生徒の変容の分析 

 ・授業の中で、生徒が「学びを感じた」瞬間は 

いつか？振り返りの記述などから分析。 

１１月 
〇交流授業の検討 

 ・公開授業に向けての授業のブラッシュアップ 

１２月 〇指導案の最終調整 

１月 〇直前準備・公開授業 

２月 〇研究のまとめ 

３月 〇次年度への継承 

 

◆5月：思考ツールの「型」選び 

〇教科ごとの特性に合わせた代表的なツールの分類 

教科区分 
代表的な 

思考ツール 
活用のねらい 

言語系 

(国・英) 

ピラミッド 

ステップ 

Yチャート 

意見の集約 

構成 

書き分け 

探求系 

（社・理） 

氷山 

バタフライ 

マトリックス 

背景の考察 

評価 

比較分類 

実技系 

（美・体・技） 

イメージマップ 

くらげ 

PMI 

アイデア出し 

作戦 

実践教科 

※例にあげた教科以外からも様々な活用方法の 

提案がありました。 


